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　完全学校週5日制によって、子どもたちには、自然体験や社会体験を行うための
場や機会が増えます。子どもたちが教室だけでは経験できないことをより多く体験
することで、豊かな心を育めるよう、今以上にその環境を整えることが学校週5日
制のねらいです。�
　子どもたちが、美しいものや大自然に触れたとき、素直に感動できる心を育んで
くれること、他人を思いやることができるやさしい心を大切にして、自分で学び、
自分で考え、それを生かしていく力や、健康に気をつけて元気に生活していく力、
いわゆる、子どもたちの「生きる力」を育てるために、完全学校週５日制が行われ
ています。�

なぜ、なんのために学校が週5日制になったの？�

　学校週５日制になって学校が休めていい
ことだと思っています。しかし、授業時間
が減り、私立中学校では土曜日は授業があ
ると聞いているので、高校受験や大学入試
のことを考えると格差が出てくるのではな
いかと心配しています。土曜日は部活動が
行われているので今までの生活と変わりは
ないけど、空いた時間は勉強をし、有意義
に過ごしたいと思います。�斉藤隼平くん�

（中学３年生）�



3 H14年／6月号�

　週5日制になって授業時間が減り、子どもたちの学力が低下するのではないかと心配されている保護
者のみなさんも少なくないかもしれませんが、ひと昔前の日本の教育は、知識のつめこみであったり、
暗記教育が中心だったことが危惧されていたのではないでしょうか。今、学校では自ら学び自ら考え
る力を身につけることに重点を置いた教育がなされています。�
　表1は、庄川小学校の年間授業時間を完全学校週5日制が始まる前の昨年と比較したものです。確か
に各教科の授業時間は減っていますが、授業の内容は基礎・基本を確実に習得できるよう重点が置か
れています。さらに、中学校では、選択学習の幅が拡大されており、生徒の興味・関心・能力等に応
じた学習が行われています。子どもたちは「わかる」楽しさを実感することができます。�
　また、この表が示す一番特徴的なことは、例えば、小学6年生の全体の授業時間が1,015時間から
945時間に減っているにも関わらず、「総合的な学習の時間」が70時間から110時間と40時間も増え
ていることです。�

庄川小学校年間授業時数� （表１）�

道　　徳�

�

�

総合的な学習�

合　　計�

３　　年� ４　　年� ５　　年� ６　　年�

※クラブ活動は５月から11月に実施�
※平成13年度は、完全学校週５日制が実施される前です。平成14年度は完全学校週５日制実施後です。�

平成13年度�平成14年度�平成13年度�平成14年度�平成13年度�平成14年度�平成13年度�平成14年度�

学校がもっと楽しいところになります。�

　この学習の目的は、国語や社会、算数などの教科で身につけた知識や技能を生かし、自分で課題を
見つけ、自ら学び、自ら考える力を育てることです。�
　この時間では、子どもの自主性が大切にされており、子どもが興味や疑問を持った課題について、
自分の力で問題を解決していくことをねらいとしています。�
　小学6年生では4ページのような計画（表2）が立てられています。�

こんなに重点が置かれている「総合的な学習の時間」とは�
いったい何でしょうか？�

　４月から土曜日が休みにな
って、とてもうれしいです。
なぜかと言うと、今までより
たくさん外で遊べるようにな
ったからです。４月からの土
曜日は友達と自転車に乗って
遊んだり、図書館で本を読ん
だりして過ごしました。家の
手伝いで、くつならべもしま
した。これからも友達と楽し
く遊びたいです。�

国 語 �

社 会 �

算 数 �
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音 楽 �

図 工 �

家 庭 �
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�
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学級活動�

クラブ活動�

吉田慎之介くん�
（小学６年生）�



　ゆず探検（小学校３年生）�
　町の特産品「ゆず」について、その生産
から加工に至るまでを自分の目で見たり、
聞いたりして、苦労や工夫について考える
ことができました。�
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やってみようボランティア（38時間）�

● ボランティアについて情報集めをする�

● 助けてもらう気持ちを体験する。�
　（車椅子での不自由さを味わい、助けるこ
との大切さを実感する）�

● ボランティア体験をいろいろしてみる。�
　（朝清掃、人助け、運動会での招待、観光
祭でのごみ拾い）�

● 自分で取り組んでみたいボランティアを見
つけ出し、計画を立てて、行ってみる。�

● 夏休みに続けたいボランティアを考えて、
できれば実行する。�

わたしたちの健康スタイル（35時間）�

● 自分たちや家族友達についての健
康について調べてみる�

● 健康の意義を考え、なぜ健康でな
ければいけないのか自分なりの考
えを持つ�

● 心が健康になれるような方法をい
ろいろ調べてみる�

● もう一度健康になれる方法を試し
て、効果があったか調べる�

● 自分の健康法をまとめ、みんなで
本を作る�

６年間のまとめを自分た
ちの手で（21時間）�

● ６年間の自分の成長や
小学校での思い出につ
いて話し合う�

● 自分たちが成長できた
喜びや感謝の気持ちを
表す方法を考え、みん
なで意見をまとめる�

● 自分たちで行ったこと
をお互いに確かめ合い
もっとよくなるように
助け合う�

● 下級生や先生にも喜び
を伝える活動を行う�

● いろいろな情報や体験活動の中から、自分
の課題を決定することができる。�

● 自分が取り組みたいボランティア活動につ
いて「こうしたい」という具体的な考えを
持ち計画を立てることができる�

● いろいろな情報から、心と体の健
康を関連付けて考えることができ
る�

● 試してみたい健康法について実行
のための計画をたてることができ
る�

● パソコンを使って、自分の考えを
まとめることができる�

● 下級生の気持ちや他の
人のことを考えて活動
を確かめることができ
る�

● ６年間のまとめを表す
方法を見つけることが
できる�

課
題
学
習
　
99
時
間
　
　
　
　
英
語
学
習
　
11
時
間�

　表2を見てもわかるように、この学習では、地域の方々の協力（知識・技能）が必要となります。子ど
もの自主性を尊重しながら、学校、地域、家庭が一体となることが、この時間のキーワードなのです。�
　昨年、中学校で実施された「14歳の挑戦」事業（中学生の職場体験）などもこの「総合的な学習の時間」
の一環として取り組まれたものです。いきいきとした目で職場体験について語る我が子の姿を見て、
たくましくなったと感じられた保護者の皆さんも少なくなかったのではないでしょうか。�

平成１４年度「総合的な学習の時間」６年生の年間計画� （表２）�

身
に
つ
け
た
い
姿�

４ 月� ５ 月� ６ 月� ７ 月� ８ 月� ９ 月� １０ 月�１１ 月�１２ 月� １ 月� ２ 月� ３ 月�

▲１４歳の挑戦（中学校２年生）�
　学校外で１週間の職場体験活動や、福
祉ボランティア活動に参加することによ
り、規模意識や社会性を高め、将来の自
分の考えなど、成長期の課題を乗りこえ、
たくましい力を身につけることができま
した。�

▲わらないに挑戦（小学校３年生）�
　社会科の学習では「昔のくらし」につ
いて学びました。その発展として実際に
わらでできた生活用品を調べたり、見た
りしました。そしておじいちゃんやおば
あちゃんから「わらない」について教わ
り挑戦することで、昔の人々の知恵にふ
れることができました。�

　・・・・�
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　学校週５日制は、子どもたちに豊かな心やたくましさを育てようとするものですが、
休日の過ごし方については、まず、何より家族とよく相談し、子ども自身が、自主的
に自分の計画を立てることが、基本だと考えています。�
　未来ある子どもたちが、確実に「生きる力」を育んでくれるよう、学校、家庭、地
域が一体となって手をつなぎ、支えていけるような庄川町でありたいと考えています。�

　土曜日が完全に休みとなると、
家庭や地域社会における子ど
もたちの様々な活動の場や機
会の充実も必要になってきます。
町教育委員会でも、楽しみな
がら科学を学習する「子ども
科学教室」や身近な材料を使
って工作する「子どものつどい」
などを計画しています。�
　地域においても、子どもた
ち自身が自立的に立案する行
事などがあるとよいのですが、
なかなか難しい面もあり、側
面から大人が支援していくこ
とが理想だと言われています。�
　公民館活動や児童母親クラ
ブなど地域の活動に、子ども
たちが積極的に参加してくれることが、「地域の子ど
もは地域で育てる」という観点から大切なことだと考
えています。公民館行事などを行う場合、子どもたち
も企画の段階からその活動に参画できる体制づくりを
地域のみなさん方と協議していくことが大きな課題だ
と考えています。�

地域でできる子どもたちとのふれあいは？�

太田和也さん（中学校PTA会長）�

　学校週５日制になったことで、一番
気がかりなのは、民間企業はまだ完全
週５日制にはなっておらず、孤独感を
味わう子どもが増えるのではないかと
いうことです。まず学校、家庭、子ど

もが学校５日制について話し合い試してみることが大切
だと思います。自分の時間をどう過ごすか、例えば読書
や、スポーツ、家の手伝い、あるいは苦手科目の克服を
目指して、勉強するのも良いでしょう。�
　先生方にも家庭での親子ふれあいの時間を増やしても
らい、地域の活動にも今まで以上に参加していただき、
みんなで学校週５日制がよい方向に進むよう考え、話し
合う試行錯誤の１年となるのではないでしょうか？�

山本正明さん（小学校PTA会長）�

　学校週５日制を迎え、休みが
増え子ども達がいろいろな体験
ができること、また今まで以上
に親子のふれあいができること
はよいことだと思います。しかし、

休みが増えて何をしていいのかわからない行き
場のない子どもたちが、家に閉じこもらないか
が心配されます。そうならないため、児童館な
どを利用し、地域におられる方々の協力を得て
習字などのカルチャー教室などもよいのではな
いかと思います。地域、家庭、学校が協力し、
いきいきとした「庄川っ子」が育ってくれるよう
応援したいと思います。�

▲青島児童館でドッヂボールを楽しむ子どもたち�

▲トッペ行灯を作る種田地区の子どもたち�



　
庄
川
町
議
会
臨
時
会（
第
２
回
）が
４
月
30
日
に
開
催
さ
れ
、
報
告
２

件
、
議
案
５
件
を
上
程
し
、
町
長
よ
り
議
案
に
対
す
る
提
案
理
由
説
明

の
後
、
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

可 決 さ れ た 議 案 �可 決 さ れ た 議 案 �可 決 さ れ た 議 案 �

議
員
定
数
削
減
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た�

平
成
14
年
３
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
提
出
議
案

に
よ
り
「
庄
川
町
議
会
議
員
の
議
員
定
数
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
」
が
提
出
さ
れ
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。�

　
こ
れ
は
次
の
一
般
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
、
議
員
定
数
は
10

名
と
な
り
ま
す
。�

議
会
議
会
だ
よ
り

だ
よ
り
　
　
　

　
　
　
4
月
議
会
臨
時
会

月
議
会
臨
時
会�

議
会
だ
よ
り
　
　
　
4
月
議
会
臨
時
会�
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▼平成13年度庄川町一般会計補正予算（第８号）の専決処分について�
追加補正額200千円で、補正後の予算額を4,315,834千円にするものです。内
訳は指定寄附を受けて図書購入費200千円や財源内訳の変更を行うもの等です。�
▼庄川町税条例の一部改正の専決処分について�
個人の住民税の均等割及び所得割の非課税限度額の引上げ、株式譲渡益に係
る個人住民税の申告を不要とする特例の創設、土地の譲渡に係る税率の改正
等です。�
▼庄川町職員の給与の支給の特例に関する条例の制定について�
▼庄川町議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について�
▼庄川町町長等に対する給料等の支給に関する条例の一部改正について�
以上３件は、特別職、上級職の一般職、議員の期末手当の一部を減額するも
のです。�
▼平成14年度庄川町老人保健医療事業特別会計補正予算（第１号）�
追加補正額9,530千円で、補正後の予算額を799,609千円にするものです。内
訳は平成13年度会計への繰上充用3,221千円、県への償還金1,688千円、一般
会計繰出金4,621千円です。�
▼ 財産の取得契約の締結について�
有限会社岩黒開発から民芸館の寄贈を受け、この敷地と周辺の土地について
購入するものです。�

次
回
改
選
時（
平
成
16
年
６
月
）よ
り

４
名
減
の
10
名
に�

　
定
数
問
題
に
つ
い
て
は
、
平
成

10
年
３
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て

設
置
さ
れ
た
庄
川
町
議
会
問
題
検

討
委
員
会
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
討

議
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

平
成
11
年
12
月
議
会
に
お
い
て
提

出
さ
れ
た
２
名
減
の
定
数
削
減
の

議
員
提
出
議
案
は
反
対
多
数
に
よ

り
否
決
と
な
り
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
平
成
13
年
９
月
議
会
定

例
会
に
お
い
て
庄
川
町
議
員
定
数

検
討
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

６
回
に
わ
た
り
検
討
・
討
議
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
間
、
広
く
町
民
の

皆
ん
の
意
見
を
伺
い
町
政
に
反
映

で
き
る
よ
う
、
平
成
13
年
12
月
に

は
、
無
作
為
抽
出
に
よ
る
議
員
定

数
に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
も

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
（
結
果
に
つ

い
て
は
、
広
報
２
月
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
４
名

を
減
ず
る
定
数
削
減
の
議
案
が
提

出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

　�　
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、
山

森
議
会
議
長
さ
ん
、
小
西
議
員
定

数
検
討
特
別
委
員
長
さ
ん
に
話
を

伺
い
ま
し
た
。�

�

Ｑ
：
「
議
員
定
数
」
を
検
討
す
る

こ
と
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
は
何
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。�

Ａ
：
町
の
財
政
も
た
い
へ
ん
厳
し

い
状
況
に
あ
り
、
議
会
自
ら
改
革

を
進
め
行
財
政
改
革
や
市
町
村
合

併
を
視
野
に
入
れ
議
会
活
動
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
活
性
化
さ
せ
る
時

期
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
議
員
に

係
る
経
費
も
削
減
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
町
財
政
の
負
担
も
軽
減
さ

れ
ま
す
。�

Ｑ
：
近
隣
市
町
村
に
先
駆
け
て
の

定
数
削
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
ど

う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。�

Ａ
：
先
駆
け
て
と
い
う
意
図
は
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
我
が
町

の
現
状
に
応
じ
て
、
定
数
を
削
減

し
ま
し
た
。
近
隣
の
町
に
比
べ
る

と
、
定
数
10
人
は
少
な
い
で
す
が
、

少
数
精
鋭
主
義
を
貫
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。�

Ｑ
：
議
員
定
数
が
削
減
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
は
何
で
し
ょ
う
か
。�

Ａ
：
ま
ず
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
先

程
か
ら
述
べ
た
経
費
削
減
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
議
員

山森議長�
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一
人
ひ
と
り
の
活
動
が
町
民
か
ら

見
え
る
よ
う
に
な
り
責
任
性
が
向

上
し
ま
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
「
民
意
が
反
映
し
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
」
と
不
安
を
い
だ
く

住
民
の
方
々
も
お
ら
れ
、
地
区
に

よ
っ
て
は
議
員
が
い
な
く
な
る
可

能
性
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で

の
地
区
割
選
挙
を
脱
却
し
、
よ
り

政
策
的
な
活
動
を
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
区
な
ど
こ
れ
ま
で
の
し
ば
り
に

と
ら
わ
れ
な
い
町
全
体
を
見
据
え

た
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
青
年
層
や

女
性
層
か
ら
立
候
補
が
で
き
る
よ

う
な
環
境
も
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。�

Ｑ
：
議
員
定
数
削
減
は
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
す
れ
ば
意
見
が
反
映
し

に
く
く
な
る
と
、
心
配
さ
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

Ａ
：
昨
年
自
治
振
興
会
が
発
足
さ

れ
ま
し
た
。
自
治
振
興
会
は
、
住

民
が
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
参

加
し
、
意
見
を
反
映
し
て
い
く
体

制
づ
く
り
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、

今
、
動
き
始
め
ま
し
た
。
私
た
ち

議
員
は
自
治
振
興
会
と
共
に
歩
み

協
議
を
重
ね
町
づ
く
り
に
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�
�

�������

Ｑ
：
議
員
定
数
削
減
の
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
２
名
と
４
名

が
同
数
位
で
し
た
が
、
４
名
と
な

っ
た
の
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。�

Ａ
：
昭
和
50
年
に
も
18
名
か
ら
14

名
に
４
名
削
減
し
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
か
ら
28
年
が
経
過
し

て
お
り
、
参
考
に
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
２
名
の
減
な
ら

現
行
と
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
効
果
が

薄
い
と
考
え
、
４
名
の
減
に
踏
み

切
っ
た
わ
け
で
す
。
合
併
す
る
と

庄
川
町
の
法
定
議
員
数
は
３
〜
４

名
に
な
り
ま
す
。
議
員
は
も
っ
と

専
門
的
知
識
と
資
質
を
持
ち
、
選

挙
時
に
公
約
を
し
、
実
践
を
積
み
、

そ
の
中
で
選
挙
に
よ
っ
て
鍛
え
ら

れ
た
議
員
、
町
民
か
ら
選
ば
れ
た

議
員
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。�

　
３
月
議
会
定
例
会
で
は
日
曜
議

会
も
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
議
員
一
人
ひ
と
り
の
活

動
が
見
え
る
議
会
、
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。�

● シリーズ ●� http://www1.tst.ne.jp/shogawa/

　今回は中学２年生が宿泊
学習の金沢市役所訪問の中
で取り組まれた｢市町村合
併って｣から、その一こま
を紹介します。�

　先月、庄川中学校２年生が宿泊学習
をされました。その勉強の中から「市
町村合併」について取り上げてみました。�
　まず、学校では町専任職員の出前講
座で「今なぜ地方自治体は合併という
課題を抱えているのか」、「住民は何を話し合わな
ければならないのか」などについて、パンフレット
で事前学習をしました。�
　そのあと、金沢市役所を訪れ、小さな自治体と大
きな自治体を比較
することや住民サ
ービスの違いを学
びました。この宿
泊学習で聞いた質
問やその答えを紹
介します。�

�
□ 金沢市にＱ＆Ａ�

① 金沢市は他の市町村との合併を望んでいますか。�

　金沢市は野々市町に市町村合併を働きかけていま
す。金沢市は45万人で、野々市町は4.5万人で合併
して政令指定都市を目指しています。�

② 近隣の市町村は金沢市との合併について理解
していると思いますか。�

　金沢市は市町村合併について積極的に近隣町に働
きかけていますが、近隣町では市町村合併の体制が

整っていないという理由で消極的だそうです。�

③ 小さな自治体は、職員が町民の顔を知ってい
るので、大きな自治体よりもサービスが親切に行
えると思う。大きい自治体の役所は大きすぎて市
民にとって行きにくいのでないか。という心配を
聞くのですが。�

　小さい自治体の職員が住民すべての顔を知ってい
るわけではないと思います。また大きい自治体と小
さい自治体とに行政サービスに差がないように市民
の要望に応えながら行政運営に心掛けています。市
では駅前など14箇所に「市民センター」を設置して
市民の暮らしに支障のないようにしています。�

小西議員定数�
検討特別委員長�
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ポ
ー
ツ
の
現
状
と
課
題
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す
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町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
野
球
や

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
８
種
目
の
単

位
団
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
加
入

者
は
平
成
９
年
度
の
１
８
５
名
か

ら
今
年
度
は
１
４
０
名
と
５
年
間

で
45
名
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
第
一
に
児
童
数
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど

も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
し
、
庄
川
町
に
は
な
い
サ
ッ

カ
ー
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど

に
入
団
し
た
い
と
い
う
現
状
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ

に
あ
わ
せ
む
や
み
に
数
を
増
や
す

こ
と
は
、
個
々
の
少
年
団
が
人
数

不
足
に
よ
り
成
り
立
た
な
く
な
る

可
能
性
を
考
え
る
と
悩
む
と
こ
ろ

で
す
。�

　
ま
た
、
す
べ
て
の
団
に
お
い
て

指
導
者
不
足
と
い
う
大
き
な
問
題

も
抱
え
て
い
ま
す
。
現
在
の
指
導

者
の
多
く
は
、
年
齢
層
が
高
く
中

に
は
10
年
以
上
も
続
け
て
指
導
さ

れ
て
い
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
一
人
で
指
導
し
て
お

ら
れ
る
方
も
お
ら
れ
、
そ
の
人
だ

け
に
負
担
が
か
か
り
、
弾
力
的
な

運
営
が
で
き
な
い
と
い
う
現
状
も

あ
り
、
指
導
者
不
足
に
は
た
い
へ

ん
悩
む
と
こ
ろ
で
す
。�

　
庄
川
町
に
は
指
導
者
に
適
し
た

有
能
な
方
々
が
お
ら
れ
る
の
で
す

が
、
指
導
者
に
な
る
と
家
庭
や
仕

事
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
な
か
な

か
心
よ
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
ら

ず
、
指
導
者
を
探
す
こ
と
は
た
い

へ
ん
難
し
い
現
状
で
す
。�

　
さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
学
校
週

五
日
制
が
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
受

け
皿
の
一
つ
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
活
動
が
、
今
ま
で
に
増
し
て

重
要
視
さ
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
指
導
者
の
資
質

向
上
に
向
け
た
研
修
会
の
参
加
体

制
を
強
化
し
、
新
た
な
指
導
者
が

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
環
境
整
備

を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ

て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

定
期
的
な
指
導
が
可
能
な
方
、
ま

た
、
そ
の
よ
う
な
方
を
ご
存
知
の

方
は
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

����

　
町
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
ス
ポ

ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
を

は
じ
め
年
間
60
回
以
上
開
催
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
内
の
ほ

と
ん
ど
が
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

事
務
局
員
が
電
話
な
ど
で
参
加
者

を
集
め
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

特
に
、
若
い
世
代
は
進
学
・
就
職

な
ど
を
理
由
に
転
出
し
、
ま
た
町

内
に
住
ん
で
い
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ

行
事
に
参
加
し
な
か
っ
た
り
す
る

傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
新
会
員
の
加
入
は
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
人
口
は
高
齢
・
減
少
化

し
衰
退
に
向
か
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。�

　
そ
う
な
れ
ば
、
た
く
さ
ん
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
行
事
を
減
ら
せ
ば
い
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、

現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ
は
、
以

前
よ
り
あ
る
野
球
や
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
な
ど
の
ほ
か
に
、
今
で
は
ペ
タ

ン
ク
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
も
向
け
ら
れ

て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
し
、
な
か
な
か
簡
単
に
減
ら

す
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
の
が
現

状
で
す
。�

���

　
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
問
題

点
・
課
題
を
解
決
す
る
一
方
策
と

し
て
今
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
住
民
が

主
体
的
に
運
営
し
て
い
く
点
に
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ポ
ー
ツ
を
愛
好
す
る
人
々
が
専
門

的
指
導
者
の
下
に
指
導
が
受
け
ら

れ
、
た
く
さ
ん
の
種
目
を
用
意
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
現
在
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
は
近
隣
市
町
村
で
は
福
野

町
、
福
岡
町
、
福
光
町
な
ど
が
す

で
に
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
井
波
町
、
城
端
町
に
お
い
て

も
立
ち
上
げ
に
向
け
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
行
政
主
導
で
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
は
、
限
界
が
あ
る
と
い
わ
れ
る

現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
庄
川
町
に

お
い
て
も
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
設
立
に
向
け
て
検
討
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
時
期
が
き
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。�

�



「
楽
し
か
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
　
　
　
　
　   

脇
本
　
清
（
天
正
）�
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50
年
を
振
り
返
っ
て  

―�

第１回町民体育祭で親子で楽しくフォークダンス（昭和47年）�

青島村青年団が東砺波郡連合青年団体育大会で優勝（昭和23年）�

　
先
月
、
小
学
校
の
運
動
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
昔
の
小
学
校
で

の
運
動
会
の
様
子
や
ス
ポ
ー
ツ
に

つ
い
て
脇
本
　
清
さ
ん（
天
正
）に

聞
い
て
み
ま
し
た
。�

　
小
学
校
の
運
動
会
は
、
今
の
よ

う
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う

な
も
の
は
な
く
、
徒
競
走
や
走
り

幅
跳
び
な
ど
競
争
中
心
の
種
目
が

多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
今
の
よ
う

に
家
族
が
応
援
に
来
て
く
れ
、
今

ほ
ど
豪
華
で
は
な
い
お
弁
当
を
囲

み
、
家
族
だ
ん
ら
ん
し
た
そ
う
で

す
。�

　
体
育
の
授
業
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
狭
く
１
０
０
メ
ー
ト
ル
を
直
線

で
と
る
こ
と
が
で
き
ず
、
種
田

小
学
校
前
の
じ
ゃ
り
道
（
現
在

の
Ｊ
Ａ
種
田
支
店
前
の
道
）
で

タ
イ
ム
を
測
定
し
た
と
い
う
お

話
も
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。�

　
終
戦
を
迎
え
た
昭
和
20
年
頃
、

各
村
に
青
年
団
が
お
か
れ
14
歳

以
上
25
歳
未
満
の
未
婚
者
が
活

動
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
今
の

よ
う
に
楽
し
み
が
な
か
っ
た
青

年
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
青
年
団

に
加
入
し
、
毎
日
の
よ
う
に
公

民
館
な
ど
に
集
ま
り
楽
し
ん
で

い
た
そ
う
で
す
。�

　
そ
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
に
、

全
国
青
年
大
会
が
開
催
さ
れ
、

脇
本
さ
ん
は
陸
上
競
技
に
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
合
併
前
は
ま
ず
井
波

町
、
利
賀
村
、
東
山
見
村
、
青
島

村
、
雄
神
村
、
種
田
村
が
集
ま
り

井
波
区
域
の
大
会
が
行
わ
れ
、
優

秀
な
成
績
を
修
め
ら
れ
た
方
が
郡

大
会
、
県
大
会
、
そ
し
て
全
国
大

会
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。
脇
本

さ
ん
は
１
０
０
メ
ー
ト
ル
と
リ
レ

ー
で
県
大
会
へ
出
場
し
活
躍
さ
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。
庄
川
町
か
ら

は
昭
和
28
年
第
２
回
全
国
青
年
大

会
に
、（
故
）神
下
英
治
さ
ん
（
１

０
、０
０
０
メ
ー
ト
ル
・
８
０
０
メ

ー
ト
ル
リ
レ
ー
）
上
田
悦
子
さ
ん

（
60
メ
ー
ト
ル
）
石
黒
政
義
さ
ん

（
相
撲
）が
全
国
大
会
に
出
場
さ
れ
、

そ
の
後
何
人
も
の
方
々
が
全
国
大

会
で
活
躍
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
当

時
は
今
の
よ
う
に
設
備
も
整
っ
て

お
ら
ず
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た

く
て
も
、
農
家
の
仕
事
を
し
な
く

て
は
い
け
な
か
っ
た
り
、
家
庭
環

境
の
た
め
や
む
を
得
ず
あ
き
ら
め

た
方
も
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
脇

本
さ
ん
も
田
ん
ぼ
の
水

を
見
に
行
く
時
に
、
あ

ぜ
道
を
走
っ
た
り
、
人

に
隠
れ
て
努
力
さ
れ
た

そ
う
で
す
。�

　
庄
川
町
が
誕
生
し
た

翌
年
の
昭
和
28
年
観
光

祭
に
併
せ
、
各
ス
ポ
ー

ツ
団
体
を
統
合
し
、
体

育
協
会
発
会
式
が
行
わ

れ
、
記
念
行
事
と
し
て

野
球
大
会
と
商
店
訪
問

マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
昭
和
47

年
10
月
、
町
制
20
周
年

を
記
念
し
、
第
１
回
の

町
民
体
育
祭
が
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
保
育
所
、

小
・
中
学
校
、
青
年
団
、

婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
約
２
、１
０
０
人

が
参
加
し
、
親
子
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
や
、
青
年

団
に
よ
る
籠
屋
リ
レ
ー

な
ど
27
種
目
に
わ
た
っ

て
楽
し
く
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
「
ス
ポ
ー
ツ
の
目
的
は
、
い
ろ

い
ろ
あ
る
け
れ
ど
、
今
も
昔
も
健

康
の
た
め
に
は
、
ま
ず
自
分
に
あ

っ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
選
び
、
楽
し
く
、

永
く
続
け
る
こ
と
が
大
切
」
と

脇
本
さ
ん
は
お
話
く
だ
さ
い
ま
し

た
。�



　
会
社
で
は
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
な
ど
の
財
務
諸
表
は
従
来
か

ら
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
国
や

地
方
自
治
体
で
は
、
資
産
や
負

債
の
内
容
を
総
括
し
た
財
務
諸

表
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
今
回
、
公
表
す
る
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
は
、
こ
れ
ま
で
に
町
が

投
資
し
て
き
た
道
路
や
学
校
、

体
育
施
設
な
ど
の
資
産
を
は
じ
め
、

町
債
な
ど
今
後
の
返
済
が
必
要

な
負
債
や
、
国
・
県
か
ら
の
補

助
金
の
よ
う
に
返
済
が
必
要
で

な
い
正
味
資
産
の
状
況
が
わ
か

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

★
作
成
の
基
準
は�

　
総
務
省
の
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
基
づ
き
作
成
し
ま
し
た
。�

対
象
会
計
は�

　
普
通
会
計（
一
般
会
計
と
土
地

会
計
の
一
部
）�

作
成
基
準
日
は�

　
平
成
12
年
度
末（
平
成
13
年
３

月
31
日
）�

基
礎
数
値
は�

　
総
務
省
の
基
準
に
基
づ
い
た

各
年
度
の
決
算
額�

資
産
評
価
は�

　
昭
和
44
年
度
以
降
に
取
得
し

た
道
路
、
学
校
、
庁
舎
等
の
固

定
資
産
に
つ
い
て
、
取
得
価
格

を
耐
用
年
数
ご
と
に
定
額
法
に

よ
り
減
価
償
却
を
行
い
ま
す�

主
な
勘
定
科
目
は�

資
産
　
町
民
一
人
当
た
り
で
見

る
と
２
５
１
万
円
と
な
り
ま
す
。�

【
有
形
固
定
資
産
】�

町
民
一
人
当
た
り
２
３
７
万
円�

　
道
路
、
学
校
、
庁
舎
等
の
建
設

に
要
し
た
経
費
を
経
過
年
数
に

応
じ
て
減
価
償
却
を
行
っ
た
後

の
残
存
価
格
で
、
土
地
に
つ
い

て
は
取
得
価
格
で
計
上
し
て
い

ま
す
。�

【
投
資
等
】�

町
民
一
人
当
た
り
５
万
円�

　
他
の
団
体
へ
の
投
資
や
出
資
金
、

中
小
企
業
等
へ
の
貸
付
金
の
ほ
か
、

流
動
性
の
低
い
基
金
の
残
高
を

計
上
し
て
い
ま
す
。�

【
流
動
資
産
】�

町
民
一
人
当
た
り
９
万
円�

　
現
金
を
は
じ
め
必
要
な
時
に

現
金
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
財

政
調
整
基
金
や
減
債
基
金
の
残
高
、

平
成
13
年
度
へ
の
繰
越
金
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
税

な
ど
町
に
納
め
て
も
ら
う
お
金

の
う
ち
、
ま
だ
納
入
さ
れ
て
い

な
い
も
の
を
未
収
金
と
し
て
計

上
し
て
い
ま
す
。�

負
債
　
将
来
に
わ
た
り
返
済
す

べ
き
借
金
で
、町
民
一
人
当
た
り

で
見
る
と
、75
万
円
と
な
り
ま
す
。�

【
固
定
負
債
】�

町
民
一
人
当
た
り
69
万
円�

　
こ
れ
ま
で
に
道
路
や
学
校
、

庁
舎
等
を
建
設
す
る
た
め
の
財

源
と
し
て
町
が
国
や
銀
行
な
ど

に
借
入
し
た
町
債
の
残
高
や
、

町
の
職
員
が
年
度
末
に
全
員
退

職
し
た
場
合
の
退
職
金
で
す
。（
将

来
的
に
発
生
す
る
も
の
と
し
て

計
上
）�

　
ま
た
、
町
債
残
高
の
う
ち
28

億
９，
５
４
２
万
円
に
対
し
て
、

後
年
度
、
国
よ
り
地
方
交
付
税

と
し
て
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。�

【
流
動
負
債
】�

町
民
一
人
当
た
り
６
万
円�

　
町
債
の
翌
年
度
償
還
す
る
額

に
つ
い
て
計
上
し
て
い
ま
す
。�

正
味
資
産
　
企
業
の
資
本
に
相

当
す
る
も
の
で
、
町
民
一
人
当

た
り
１
７
６
万
円
と
な
り
ま
す
。�

【
国
・
県
支
出
金
】�

町
民
一
人
当
た
り
54
万
円�

　
建
設
事
業
の
財
源
と
な
っ
た
国
・

県
支
出
金
に
つ
い
て
、
有
形
固

定
資
産
の
区
分
に
応
じ
減
価
償

却
を
行
っ
た
後
の
残
存
価
格
相

当
額
を
計
上
し
て
い
ま
す
。�

【
一
般
財
源
等
】�

町
民
一
人
当
た
り
１
２
２
万
円�

　
資
産
の
合
計
か
ら
負
債
及
び

正
味
資
産
の
国
・
県
支
出
金
を

控
除
し
た
額
を
計
上
し
て
い
ま
す
。�

★
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
分
析�

【
資
産
の
状
況
】�

　
資
産
全
体
に
対
し
て
、「
有
形

固
定
資
産
」が
１
７
３
億
６
５
６

万
円
と
94
％
を
占
め
て
い
ま
す
。�

　
内
訳
は
、
道
路
・
橋
梁
な
ど

の
土
木
関
係
が
44
％
を
占
め
、

小
中
学
校
な
ど
の
教
育
関
係
が

19
％
、
農
業
農
村
整
備
・
治
山

な
ど
の
農
林
業
関
係
が
14
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。�

A�

A�

D

D

E

E

F

F

G

G

B

B

C

C

10H14年／6月号�

平
成
１２
年
度
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）
を
公
表
し
ま
す�

【資産の部】� 183億7,590万円�【負債の部】� 55億   786万円�

【正味資産の部】� 128億6,804万円�

資産合計� 183億7,590万円� 負債・正味資産合計�183億7,590万円�

１．有形固定資産  173億   656万円�
　　（うち土地　41億7,518万円）�
昭和44年度以降に取得した道
路や学校、庁舎などの資産で
す。残存価格で計上していま
す。�

２．投資等 　　　　 3億9,846万円�
投資・出資金・貸付金・基金
です。�

３．流動資産 　　　 6億7,088万円�
現金・預金・流動性のある基
金・町税の未収金です。�

１．固定負債　　　50億6,323万円�
町が事業を実施した際の借入
金・全職員が退職した場合の
退職金です。�

２．流動負債　　　   4億4,463万円�
町の借入金で返済が１年以内
に迫っている経費です。�

１．国・県支出金　 39億5,960万円�
次世代に引き継ぐ道路や学校、
庁舎などの正味資産です。�

２．一般財源等　　 89億   844万円�
資産の合計から負債及び正味
資産の国・県支出金を控除し
た額です。�

平成１２年度　バランスシート�



平
成
13
年
度�

財
政
概
況
に
つ
い
て�

（
３
月
末
）�

　
投
資
等
の
内
訳
で
は
、
庄
川

開
発
㈱
や
庄
川
泉
源
㈱
な
ど
へ

の
出
資
金
等
が
１
億
５，
６
１
８

万
円
、
ふ
る
さ
と
融
資
に
よ
る

貸
付
金
が
４，
４
８
０
万
円
、
福

祉
基
金
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

な
ど
の
基
金
が
１
億
９，
７
４
８

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
流
動
資
産
の
内
訳
で
は
、
財

政
調
整
基
金
や
減
債
基
金
等
の

現
金
・
預
金
が
５
億
３，
０
３
８

万
円
で
、
地
方
税
の
滞
納
や
翌

年
度
へ
繰
り
越
す
財
源
で
あ
る

未
収
金
が
１
億
４，
０
５
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

【
負
債
の
状
況
】�

　
負
債
全
体
に
対
し
て
、「
固
定

負
債
」
が
50
億
６，
３
２
３
万
円

と
92
％
を
占
め
て
い
ま
す
。�

　
内
訳
は
、
地
方
債
が
84
％
を

占
め
て
お
り
、
流
動
負
債
は
、

全
額
翌
年
度
町
債
償
還
額
で
す
。�

【
正
味
資
産
の
状
況
】�

　
資
産
か
ら
負
債
を
差
し
引
い

た
正
味
資
産
は
、
現
在
ま
で
の

世
代
が
既
に
負
担
し
、
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
資
産
で
あ
り
、
１

２
８
億
６，
８
０
４
万
円
で
国
・

県
支
出
金
・
一
般
財
源
等
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
。�

★
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
を

終
え
て�

　
町
債（
町
の
借
金
）残
高
47
億

３
２
６
万
円
や
、
正
味
資
産
で

あ
る
国
・
県
支
出
金
を
財
源
と

し
て
、
１
７
３
億
６
５
６
万
円

の
道
路
や
都
市
計
画
、
農
道
整
備
、

学
校
、
庁
舎
な
ど
の
有
形
固
定

資
産
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
投
資
的
な
事
業
は
、

町
債
だ
け
の
財
源
で
実
施
さ
れ

て
き
た
訳
で
は
な
く
、
国
・
県

補
助
金
も
有
効
に
活
用
し
て
き

て
お
り
、
正
味
資
産
の
部
で
そ

の
内
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
公
表
の
時
期
は
遅
れ
ま
し
た
が
、

資
産
を
計
上
し
た
初
め
て
の
財

務
諸
表
で
あ
り
、
秋
頃
に
は
平

成
13
年
度
分
を
公
表
し
ま
す
。�

区　　　分�
財政調整基金�
公共施設建設基金�
公共施設保全基金�
減 債 基 金 �
福 祉 基 金 �
農村環境創造基金�
その他の基金�

計�

金　　額�
1億2,219万円�

256万円�
6,415万円�

1億3,644万円�
1億5,320万円�
1,000万円�
2,330万円�

5億1,184万円�

11 H14年／6月号�

特 別 会 計 �
国民健康保険事業�
老人保健医療事業�
土 地 取 得 事 業 �
下 水 道 事 業 �
簡 易 水 道 事 業 等 �
水 道 事 業 �

計�

�
5億5,413万円�
8億8,984万円�
2億7,400万円�
7億2,873万円�

701万円�
2億  116万円�
26億5,487万円�

�
5億   106万円�
7億4,125万円�
8,690万円�

4億1,239万円�
491万円�

1億3,328万円�
18億7,979万円�

�
4億6,555万円�
7億5,695万円�
4,953万円�

5億1,228万円�
500万円�

1億   651万円�
18億9,582万円�

�
90％�
83％�
32％�
57％�
70％�
66％�
71％�

�
84％�
85％�
18％�
70％�
71％�
53％�
71％�

一 般 会 計 �44億3,958万円� 39億2,901万円� 36億3,854万円�88％� 82％�

会計別予算執行状況（Ｈ１４.３月末現在）�

一般会計基金残高見込（Ｈ１４.３月末現在）�
区　　　分�

一 般 会 計 �
下水道事業会計�
簡易水道事業会計�
水道事業会計�

計�

金　　額�
46億4,063万円�
26億6,887万円�

430万円�
4億7,744万円�
77億9,124万円�

備　考�
税金等で支払
っていきます�
原則利用者が
支払っていき
ます�

町債残高見込（Ｈ１４.３月末現在）�

会　　計　　名� 予　算　額� 収 入 済 額 � 収入率� 支 出 済 額 � 支出率�

　
平
成
13
年
度
３
月
末（
平
成
14

年
３
月
末
）現
在
の
一
般
会
計
及

び
各
特
別
会
計
の
財
政
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

　
町
で
は
、３
月
末
以
降
の
４
月

と
５
月
を
出
納
整
理
期
間
と
し
、

こ
の
期
間
に
収
入
や
支
出
の
最

終
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
な
お
、
平
成
13
年
度
の
決
算

状
況
に
つ
い
て
は
、
10
月
号
広

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

― 

収
入
さ
れ
た
お
金 

―�

　
３
月
末
ま
で
に
収
入
さ
れ
た

お
金
は
、39
億
２，
９
０
１
万
円
で
、

44
億
３，
９
５
８
万
円
の
予
算
に

対
し
て
88
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
そ
の
中
の
主
な
収
入
と
し
て

は
地
方
交
付
税
の
16
億
７，
０
０

３
万
円
で
、
次
い
で
み
な
さ
ん

か
ら
納
め
ら
れ
た
町
税
の
７
億
８，

４
４
１
万
円
で
す
。�

― 

支
出
さ
れ
た
お
金 

―

　
様
々
な
事
業
推
進
の
た
め
に

支
払
わ
れ
た
お
金
は
、
３
月
末

で
36
億
３，
８
５
４
万
円
で
予
算

額
に
対
し
て
82
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
主
な
事
業
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。�

・
東
山
見
保
育
所
改
修
事
業
費�

・
種
子
消
毒
施
設
建
設
補
助
金�

・
古
上
野
水
辺
環
境
整
備
事
業
費�

・
二
万
石
用
水
水
辺
環
境
整
備

事
業
費�

・
雄
神
体
育
館
新
築
事
業
費�

・
湯
山
ほ
場
整
備
工
事
等
負
担
金�

・
林
道
横
住
奥
山
線
開
設
事
業
費�

・
特
産
館
ア
ー
ケ
ー
ド
設
置
事
業
費�

・
町
道
第
12
号
線
改
良
事
業
費�

・
第
４
分
団
器
具
置
場
新
築
事
業
費�

・
街
路
１
号
環
状
線
・
京
坂
線
・

青
島
小
矢
部
線
等
都
市
計
画

街
路
事
業
費�

◎
町
債
残
高
が
減
少
傾
向
に�

　
一
般
会
計
に
お
い
て
、
９，
２

２
０
万
円
の
繰
上
償
還
を
実
施
し
、

町
債（
借
金
）残
高
の
削
減
に
努

め
た
結
果
、３
月
末
で
は
46
億
４，

０
６
３
万
円
と
な
り
、平
成
９
年

度
末
の
54
億
９，
２
０
５
万
円
を

ピ
ー
ク
に
毎
年
減
少
し
て
い
ま
す
。�

☆
基
金
残
高
の
状
況�

　
一
般
会
計
の
基
金（
貯
金
）の

平
成
13
年
度
末
残
高
の
見
込
み
は
、

財
政
調
整
基
金
や
各
目
的
基
金

等
を
含
め
る
と
、
５
億
１，
１
８

４
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
各
特
別
会
計
を
合
わ
せ

る
と
７
億
４，
６
４
６
万
円
と
な

る
見
込
み
で
、
将
来
の
町
財
政

に
弾
力
性
を
も
た
せ
る
よ
う
努

め
て
き
ま
し
た
。�



�

　 タ カ ヤ マ�

　 上 　 智 �

庄 川 開 発 　 �

　 上 　 智 �

　 上 　 智 �

12H14年／6月号�

鵡川町でも江戸彼岸桜が�
咲きました�

国  際�
No.８７�

むかわ�
No.７３�

ジョンの�
イギリスあれこれ！�

　５月にな
って鵡川町
にもようや
く遅い春の
訪れを感じ
させる桜が
咲きました。
写真の桜は、
平成９年に
鵡川町の石
原良男さん
（写真右）の
要望で、庄
川町桜保存
会から送ら

れた江戸彼岸桜です。冬の厳しい寒さに耐え今
年になってようやく満開に咲くようになったそ
うです。庄川町の花木である江戸彼岸桜が、遠
い鵡川の地で満開に咲いているのを見て不思議
な気持ちになりました。�
　庄川町と鵡川町の交流も平成７年７月から約
７年が経とうとしていまが、いろいろな形とな
って芽が出、そして花が咲いて欲しいものです。�

鵡川町派遣職員　　　　　　　　　�
菊池　紀明（庄川町総務課主任）�

Ｑ：世界にはいろいろな
宗教がありますが、イギ
リスの宗教について聞い
てみました。�
Ａ：イギリスの人口は約
5,800万人ですが、このう
ちで3,800万人くらいがク
リスチャンです。教会は
３つのグループに分けられ、その中でイギリ
ス教会（別名ではアングリカン・チャーチ）が
最大会派で約2,600万人の信者がいます。�
　その他にカトリック信者が570万人、それ以
外の教徒が約630万人となっています。�
Ｑ：現在のイギリスの宗教事情はどうなって
いるのでしょうか？�
Ａ：今は、多分化国家であり、他の宗教の信
者が増えてきています。�
　クリスチャンでない人の数は約300万人で、
そのうちイスラム教徒は120万人となっています。
イギリス人の多数は信仰深いのですが、積極
的に宗教的行事に参加しようとしません。約
１割の人たちは熱心に礼拝にでかけますが、
ほとんどの人はクリスマスや結婚式で年に１
～２回教会へ行くだけです。これは多くの人
たちが教会へ行くアメリカと違う点です。�

１�

２�

３�

４�

５�

工　　事　　等　　名� 工　　　期� 落 札 業 者 � 備 　 考 �請負金額（円）�施行箇所�

町道第２９８号線改良工事測量設計�
業務委託�

庄川町公共下水道管渠管理用データ�
作成業務委託�

道 路 台 帳 作 成 業 務 委 託 �

町道第１３号線改良工事測量設計�
業務委託�

町道第３１号線改良工事測量設計�
業務委託�

4月24日から�
7月26日まで�

4月24日から�
7月31日まで�

4月24日から�
10月25日まで�

5月16日から�
10月25日まで�

5月16日から�
10月25日まで�

金 屋 �

金 屋 �
青 島 �
五 ケ�

一 円 �

金 屋 �

金 屋 �

1,291,500�

1,365,000�

1,890,000�

3,780,000�

2,887,500

番号�

工 事 等 入 札 結 果 �（４/２１～５/２０）� 工事期間中は、町民の皆さんにご迷惑をおかけします
が、ご協力お願いします。�

砺波市�

砺波市�

砺波市�

砺波市�
小川要宅～�

金井進宅�

馬場利行宅～�
井堰神祉�

町道第12号線～�
大久保竹雄宅�

(株)

(株)

(株)

(株)

(株)



13 H14年／6月号�

スポーツ�スポーツ�
第28回北日本朝間野球大会�
と　き　５月８日（水）～�
ところ　町民運動場�
参加チーム数　７チーム�
　１位　ねんごろ会　　２位　西部クラブ�
�
第35回町民ソフトボール大会�
と　き　５月12日（日）�
ところ　町民運動場�
参加チーム数　９チーム�
　１位　第一編物㈱　　２位　25区�
�
第４回町民ソフトバレーボール大会�
と　き　５月12日（日）�
ところ　町民体育センター�
参加チーム数　21チーム�
　◎小学生の部　　　１位　あゆっこチーム�
　　　　　　　　　　２位　バリバリＯＫチーム�
　◎中学生男子の部　１位　Ｂチーム�
　　　　　　　　　　２位　Ａチーム�
　◎中学生女子の部　１位　庄丸チーム�
　　　　　　　　　　２位　５レンジャーチーム�

　◎一般の部　　　　１位　28区チーム�
　　　　　　　　　　２位　38区チーム�
�
第17回春季町民ゴルフ大会�
と　き　５月19日（日）�
ところ　トナミロイヤルゴルフ倶楽部�
一般の部（参加者36人）�
　１位　古澤　孝之　　２位　稲葉　　剛�
シニア・レディースの部（参加者22人）�
　１位　神下　和弘　　２位　村井　隆憲�
ベストグロス　古澤　孝之（グロス75）�
団体の部　１位　青島チーム�
�
第３回両砺波郡老人クラブ連絡協議会ペタンク大会�
と　き　５月18日（土）�
ところ　福光町小矢部川河川公園グラウンド�
参加チーム　63チーム�
　２位　庄川中之島Ａ�
　　　　（島田  外吉、中谷  幸雄、高川  　豊）�

　
私
事
で
す
が
、
親
戚
の
一
人
暮

ら
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
施
設
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
の
で
、

母
と
孫
と
一
緒
に
ケ
ア
ポ
ー
ト
庄

川
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。�

　
ち
ょ
う
ど
昼
食
の
時
間
だ
っ
た

の
で
、
入
所
者
の
皆
さ
ん
は
「
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の
方
と
「
と

な
み
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
方
の

手
伝
い
を
受
け
な
が
ら
、
ホ
ー
ル

で
食
事
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

食
事
中
の
テ
ー
ブ
ル
に
お
邪
魔
し

た
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
私

た
ち
に
、
い
ろ
い
ろ
と
話
し
か
け

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。�

　
や
は
り
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
誰

か
に
訪
問
し
て
も
ら
う
事
が
一
番

う
れ
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
特
に
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
と

の
ふ
れ
あ
い
が
、
入
所
者
の
方
に

と
っ
て
元
気
と
微
笑
み
の
源
と
な

る
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら

家
族
と
一
緒
の
生
活
や
、
一
人
暮

ら
し
の
方
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん

と
の
ふ
れ
あ
い
が
、
元
気
で
い
ら

れ
る
一
番
の
リ
ハ
ビ
リ
だ
と
思
い

ま
す
。�

　
ま
た
、
町
制
施
行
50
周
年
記
念

事
業
が
こ
の
一
年
を
通
し
て
実
施

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
時
代
を
生
き

た
方
々
や
、
現
在
介
護
の
必
要
な

方
も
含
め
て
参
加
で
き
る
内
容
で

あ
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
生
活
し
や

す
い
環
境
を
つ
く
れ
る
制
度
で
も

あ
り
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
利
用
な
さ

っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。�

｢
み
ん
な
で
支
え
合
う
介
護
サ
ー
ビ
ス｣�

町政モニター�

泉野  康子�



牛岳山開き開催�

庄川町消防団第５分団（女性団員）結成�

「草の根交流賞」�
受賞�

皆さんからの身近な情報、地域の活動など、
町の情報の提供をお待ちしています。�

　企画調整課 　82-1905

　飯田消防団長より川那辺分団長に
団旗が手渡されました�

　地域に根ざした国際交流
活動に貢献された方に贈ら
れる「とやま国際草の根交
流賞」に森田英樹さん（青島）
が選ばれ、４月26日（財）と
やま国際センターより表彰
を受けられました。�

　森田さんは、昭和54年中国から移住されて以来、現在に
至るまで、「中国語講座」に参加され、自分自身が日本語を
学ぶ傍ら、受講者の皆さんに中国語を教える中心的講師と
して活躍されました。�
　今後益々、国際交流の発展に努めていただきたいと思い
ます。�

14H14年／6月号�

　５月19日（日）に山田村と合同で牛
岳山開きを行いました。�
　当日は、県内外から森林浴を求め約
300人が新緑に包まれ、小鳥のさえず
る「ふるさと歩道」を、時を忘れたか
のように登山しました。山頂では、安
全祈願祭のお神酒や豚汁を舌づつみし
ながら、牛岳の春を満喫しました。�

　これからの少子高齢化社会における、高齢者世
帯などの災害弱者への火災予防啓発活動、救急救
護法の指導講習などを主眼とし、第５分団を結成
することとなりました。�
　５月26日（日）町農村環境改善センターにおい
て結成式が行われ、町消防団長より団員18名に辞
令が交付されました。町長や議会議長より激励の
言葉を受け、川那辺分団長は、今後の庄川町の防
火、防災に微力ながら貢献していきたいと抱負を
述べられました。�

分団長　川那辺町子�
部　長　島田　明美�
班　長　山口美千子・紺田眞紀子�
団　員　島田　陽子・西元　峰子・石黒　恵子�
　　　　石澤　孝子・田中　晴美・山森二三代�
　　　　池田　法子・松田　直美・坂本由美子�
　　　　高田美和子・小西喜代美・藤永　幸子�
　　　　今井さおり・高畑眞由実�



緑の募金にご協力�
ありがとうございました�

村井 隆憲 氏（庄）�
勲五等瑞宝章受章�

木村 英典 氏（金屋）�
黄綬褒章受章�

　村井さんは昭和47年から平成８年まで６期
24年間の永きにわたり、町議会議員の職にあ
られ、その間、議長を通算６年、監査委員や
砺波広域圏事務組合議員の要職を歴任され、
地方自治の伸展と住民福祉の向上にご尽力さ
れました。この度この功績が認められ、勲五
等瑞宝章を授与されました。�
　また、現在は町参与を務められ町行政運営
に助言をいただいております。�
　今後とも健康に留意され末永くご活躍され
ますよう期待します。�

　木村さんは昭和43年に庄川町に設計事務所
を開設され、町役場庁舎を始め、小・中学校、
ふれあいセンター、町民体育センターなどの
設計をされ、永きにわたり建築設計業務に携
わられました。�
　現在は、県の建築士会副会長として建築協
会の技術の向上と発展のため大きく貢献され、
今回、黄綬褒章を授与されました。�
　今後とも健康に留意され、業界の発展、地
域社会の発展のため末永くご活躍されますよ
う期待します。�

15 H14年／6月号�

　皆さんのご協力のもと、緑の募金に総額
212,905円が集まりました。心からお礼申し上げ
ます。この募金のうち４割は各区へ、２割は（社）
とやま緑化推進機構の森林整備、緑化の推進に
活用させていただきます。�
　また４割は庄川町緑化推進機構へ補助し、４
月29日やまぶき荘下のパットゴルフ場での町制
施行50周年記念「もみじの植樹事業」の一部とし
て負担しました。当日は、みどりの少年団をはじめ多数の皆さんに参加いただきありがとうござ
いました。�
　なお、当日、関西電力㈱庄川電力所より花苗800ポットをいただき、参加者250人に配付しました。�



16H14年／6月号�

学校はたのしいよ�学校はたのしいよ�

小学校�

　１年生の、くまとりすが出てくる「はなのみち」
という国語の授業での様子です。�
　先生がこの話の挿絵を４枚、黒板に次々と貼
っていきます。それを見たＡさんは、「あれっ、
なんだかへんだよ。順番がおかしいよ」と言い
出しました。４枚の絵の順番が違うというのです。
お話の順番になっていないから、貼り方が正し
くないと言いたかったのでしょう。そこで、先
生は「どんな順番に並べたらよいのでしょうか」
とたずねます。子どもたちは、自分なりにお話
の順番を考え、発表していきました。最後の手
がかりは教科書に描かれている絵の順番。どの
子も教科書に描かれている順番を確かめていき
ました。�
　そのうち、季節のことが問題となりました。
Ｂさんは、「この絵には、やかんがかいてある
から冬かな」「木には葉っぱがついていないね。
秋になったら葉っぱが落ちてしまうから、きっ
と秋だろうな」とＣさん。�
　「この絵の木には花が咲いているよ。きっと

春だね」とＤさんが言います。�
　たった４枚の絵を手がかりに子どもたちは、
お話の順番、絵の季節などについて真剣になっ
て自分の考えを述べ合っていきました。�
　自分の思いや考えをみんなの前で思う存分に
出せることで、なんだか楽しくなってきます。
友達と学校で勉強する楽しさがここにあります。
いろんな考えがあるんだなということが見えて
きて、自分の考えがより確かなものになってい
くのです。�

お話の順番を考え、発表することができるようになったよ。�

入学してから２ヶ月が経ち、勉強に少し慣れてきたようです。�



雄神保育所�雄神保育所�

保育所生活に慣れて�

17 H14年／6月号�

　　　　　 みんな 友達�　　　　　 みんな 友達�
　新入園児もようやく保育所生活に慣れてきて、
周りにある遊具をさわったり、友達に関心を持ち、
同じことを真似てあちこちと動き回る姿が見ら
れるようになってきました。�
　最近、保育所で人気の高い遊びは、４・５歳
児はボールを使ったゲーム遊び、２・３歳児は
リュックサックをしょっての遠足ごっこです。�
　保育所に新しく小さなお友達を迎えると、４・
５歳児は急にお兄さんお姉さんらしくなっ
てきます。�
　５月に実施した身長・体重測定の折に、
４・５歳児が２・３歳児の組へ入ってき
て「服の着替え、手伝ってあげるね」とや
さしく言葉をかけていました。�

　これからも同年齢の子
ども同士の遊びはもちろ
んのこと、他の年齢の子
ども達とも仲良く交流し
ながら、保育所生活を楽
しく過ごして欲しいと思
います。�

自分たちの学校を自分たちの手で�
　　　　　　　　　　　　　　　庄川中学校の生徒会活動紹介No.2

自分たちの学校を自分たちの手で�
　　　　　　　　　　　　　　　庄川中学校の生徒会活動紹介No.2

中学校�中学校� ◇総務委員会�

　よりよい学級づくり
をめざし、みんなの知

恵を結集させることに日々努力しているのが、
総務委員です。また「生徒議会」に出席し全校
的立場で協議するという、学級代表という役割
も担っています。�
　総務委員長の齊藤静香さんは�
「私たち総務委員会は、『生徒みんなが気持ち
よく学校生活を送れるような庄中を作っていこ
う』という目標をもって、12人で活動していま
す。学級での話し合いでは司会進行を務めます
が、なかなか話し合いがスムーズに行かず、ま
とめるために大変な思いをすることがあります。
また、あいさつの活発な庄中を目指し、あいさ
つ運動や会釈のビデオ放送などを企画したり、

ビデオカメラを設置してあいさつの様子を調べた
りと、いろいろな工夫をしています。総務委員会
の仕事は複雑な仕事が多く大変なのですが、その
複雑な仕事を乗り越えると、一歩成長した自分に
出会うことができると思い、がんばっています」
と抱負を話してくれました。�

目標をもって活動する総務委員会�

服の着替
えを手伝

ってあげ
る

お姉さん
�

みんなが大好きな遠足ごっこ�



◆開館時間◆�
　火～木曜日　　9：30～18：00�
　金　曜　日　　9：30～20：00　�
　土・日曜日　　9：30～16：00�

◆休 館 日◆�
　月 曜 日　　   6月10日、17日、24日、７月１日�

◇◇◇◇◇◇◇◇　本の寄贈　◇◇◇◇◇◇◇◇�
　古井　重之さんよりブリタニカ国際大百科事典他
３７冊を寄贈いただきました。このご厚志に深く感謝
します。�

小 説 �

�

�

�

�

�

エッセイ�

一般書�

�

�

�

�

�

児童書�

名探偵Ｚ�
暁の天使たち�
いいわけ劇場�
蒼竜�
棟居刑事の東京蛮族�
虹�
めぐりあい�
空想科学読本４�
合衆国憲法のできるまで�
�
「成功おじさん」の最優先ルール�
�
声�
アンパンマンをさがせ！３�
おばけやしきはこわいぞ�

H14年／6月号�

■新着図書�

18

※この他の新着図書は、町ホームページで紹介しています。�

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

フリーマーケット庄川なんでも市の
開催について�
日　程　６月２３日（日）午前９時～午後１時�
場　所　水記念公園�
問合先　庄川なんでも市実行委員会�
　　　　庄川町商工会内�
　　　　TEL８２－１１５５　FAX８２－５３４１�

公
民
館
掲
示
板�

芦辺　　拓�
茅田　砂胡�
群　ようこ�
山本　一力�
森村　誠一�
吉本ばなな�
永　　六輔�
柳田理科雄�

�
ジーン・フリッツ�

�
チャーリー・ジョーンズ�

柳　　美里�
やなせたかし�
ささきようこ�

ほか多数�

学習参観　庄川小学校�

中国語講座　19：30～　農村環境改善センター�

一般相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

第31回東西砺波郡民体育大会（7/7まで）　福野町一円、外�

法律相談（要予約82‐3520）�
　　　　　　　　13：30～15：30　農村環境改善センター�

集合税第１期納期限�

障害者相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
行政相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
一般相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

健康相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
中国語講座　19：30～　農村環境改善センター�

２１�

２２�

２３�

２４�

２５�

２６�

２７�

２８�

２９�

３０�

7/1�

2�

3�

4�

5

「悪魔のパス�
　　　天使のゴール」�
　　　　　村上　龍 著�
死を招く最強のドーピング剤「ア
ルギオン」。イタリア、南フランス、
キューバと謎が拡がり罠が待ち受
ける。そして、セリエＡ最終節の死
闘。日本人選手冬二は果たして死
の罠から生還できるのか。サッカ
ーの魅力を描いた長編小説。�

6/5～7/5

◆
東
山
見
・
青
島
公
民
館�

◎
町
民
大
学
東
山
見
・
青
島
会
場�

　
現
地
学
習�

と
　
き
　
６
月
16
日（
日
）�

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時�

と
こ
ろ
　
加
賀
百
万
石
博
（
金
沢
市
）�

◎
町
民
大
学
東
山
見
会
場�

　
健
康
講
座�

　
健
康
に
つ
い
て
の
話
と
軽
体
操�

講
　
師
　
住
民
課
課
長
代
理�

　
　
　
　
安
田
和
美
　
氏�

と
　
き
　
６
月
27
日（
木
）�

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時�

と
こ
ろ
　
湯
山
分
館�

　
　
　
　
湯
山
サ
ブ
セ
ン
タ
ー�

◆
青
島
公
民
館�

◎
さ
わ
や
か
歩
こ
う
会�

と
　
き
　
６
月
８
日（
土
）�

　
　
　
　
６
月
22
日（
土
）�

　
　
　
　
午
前
６
時
〜
７
時�

と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
前
集
合�

　
　
　
　（
庄
川
町
内
）�



〈一般診療〉�
  6月16日（日） 伊 東 医 院 （福野） 22－6710�
  6月23日（日） 伊 藤 医 院 （城端） 62－0028�
  6月30日（日） 石黒外科医院 （福光） 52－3800�
  7月  7日（日） 産婦人科内科金子医院 （福光） 52－0800�
〈歯科診療〉�
  6月16日（日） 上田歯科医院 （小矢部） 0766‐67‐0250�
  6月23日（日） 山田歯科医院 （小矢部） 0766‐67‐6000�
  6月30日（日） 北川歯科医院 （福野） 22－7336�
  7月  7日（日） 岡宗歯科医院 （小矢部） 0766‐67‐2220

行 事 名 �対 象 者 �日　　程� 受 付 時 間 �実施場所�

1歳6か月児健診�

3か月児健診�

離乳食相談�

健 康 相 談 �

ポリオ（上半期）�

結 核 検 診 �

�

結 核 検 診 �

基本健康診査�

（70歳以上の方のみ）�
�

�

結 核 検 診 �

基本健康診査�
�

胃･大腸がん検診�

子宮・乳がん検診�

胃･大腸がん検診�
�

胃･大腸がん検診�

子宮・乳がん検診�

胃･大腸がん検診�

子宮・乳がん検診�

H12.8～11月�

H14.3月生�

H13.9月～10月�

希 望 者 �

H13.6～H14.2月生�

東山見地区�

庄 地 区 �

三谷地区�

天正・五ケ地区�

古上野・高儀新�
・筏地区�

東山見東部地区�

青島地区�

東山見東部・雄神・種田�
地区の40～69歳�

�

�

�

希 望 者 �

�

�

�

�

�

�

�

�

�

��
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

PM1：00～1：30�

PM1：00～1：30�

AM10：30�

AM9：30～12：00�

PM1：00～2：00�

AM9：30～PM3：00�

PM1：00～2：30�

PM2：30～4：30�

PM1：00～2：30�

PM2：30～4：30�
�

PM1：30～3：00�

AM9：30～PM3：00�

�

�

AM8：30～9：30�

PM1：00～2：00�

AM8：00～9：00�
�

AM8：30～9：30�

PM1：00～2：00�

AM8：30～9：00�

PM1：00～1：30

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

7月4日�

6月25日�

7月5日�

毎週金曜日�

6月11日�

6月16日�

6月18日�

6月18日�

6月19日�

6月19日�
�

6月20日�

6月23日�

6月24日�

～7月5日�

6月13日�
�

6月16日�

6月23日�

6月26日�

�

7月1日�

子ども放送局　番組予定�

「文化・芸術」�
�

6/8 （土）�

時間  10：30～15：30／場所  図書館 児童室�

H14年／6月号�19

保健センター�

砺波保健所�

青島児童館�

保健センター�

保健センター�

庄川小学校�

雄神集会�
センター�

種 田 �
コミュニティ�
セ ン タ ー�

�

�

�

�

保健センター�
�

庄川小学校�

�

保健センター�
�

雄神集会�
センター�

※結核検診・基本健康診査の対象者は、　国保加入者　　社保家族　　他に健診
の機会が少ない方となっています。�

子宮がん（施設）検診について�
保健センターで6月24日～28日の間、個人負担金と引き換えに受診券を発行します。
（頚部がん2,000円　頚体部がん3,000円）受診券を持参の上、県内婦人科で受診
してください。�

南部医院・平川医院�
（土・日は除く）�

農村環境改善
サブセンター�

農村環境改善
セ ン タ ー�

農村環境改善
セ ン タ ー�

かわなかのぶひろの
映像日記�

「ものづくり」�
�

6/22 （土）� うどんをつくろう、食
べてみよう�

１� ２� ３�

郡小学校連合運動会　小矢部陸上競技場�
障害者相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
行政相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
一般相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
中国語講座　19：30～　農村環境改善センター�

健康相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

第20回春季町民壮年ソフトボール大会　8：45～　町民運動場�

子育て相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

介護相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
一般相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

小学校5年生宿泊学習（～14日）　砺波青少年の家�
住宅改造相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
庄川合口ダム・小牧ダム等見学会　9：00～　ふれあいセンター発�

中国語講座　19：30～　農村環境改善センター�

人権相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

行政相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
一般相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

女性問題相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

6/5�

6�

7�

8�

9�

１０�

１１�

１２�

１３�

１４�

１５�

１６�

１７�

１８�

１９�

２０�

くらしのカレンダー�

■健診・相談・予防接種のお知らせ■�

（診療時間　午前9時～午後5時）�
■日曜・祭日連絡医院■�

◆
雄
神
公
民
館�

◎
町
民
大
学
雄
神
会
場�

　
園
芸
学
習�

　
家
庭
菜
園
と
管
理
に
つ
い
て�

講
　
師
　
と
な
み
野
農
業
協
同
組
合�

　
　
　
　
営
農
指
導
員
　
大
野  

悦
夫
氏�

と
　
き
　
６
月
12
日（
水
）�

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜�

と
こ
ろ
　
雄
神
集
会
セ
ン
タ
ー�

◎
現
地
学
習�

　
ケ
ア
ポ
ー
ト
庄
川
（
視
察
）�

　
町
立
庄
川
美
術
館�

講
　
師
　
学
芸
員
　
冨
樫
優
子
氏�

と
　
き
　
７
月
７
日（
日
）�

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
12
時�

と
こ
ろ
　
雄
神
集
会
セ
ン
タ
ー
前
集
合�

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会�

と
　
き
　
６
月
16
日（
日
）
午
後
１
時
〜�

と
こ
ろ
　
農
村
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド�

◆
種
田
公
民
館�

◎
第
14
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会�

と
　
き
　
６
月
16
日（
日
）�

と
こ
ろ
　
種
田
農
村
公
園�

（木）�

（木）�

（火）�

（金）�

（金）�

（火）�

（日）�

（日）�

（日）�

（日）�

（火）�

（火）�

（水）�

（水）�

（水）�

（水）�

（月）�

（月）�



20H14年／6月号�

　皆さんからたくさんのご応募いただいた道路愛称が、次のとおり決
定しました。�
　決定した道路の愛称については標識を２基設置し、今後も計画的に
設置したいと考えています。�
　町民皆さんから、多数のご応募をいただきありがとうございました。�

① やまぶきの道�

② 庄川嵐山ライン�

③ 清流のみち�

④ ふれあい通り�

⑤ 中路通り�

⑥ 本町通り�

⑦ 環状線�

⑧ 庄川中央通り�

⑨ 温泉水公園通り�

⑩ ゆずフルーツライン�

⑪ 名水通り�

町民プール交差点とホットスパー交差
点に設置した標識�



��
７
月
１
日
は
集
合
税
の�

第
１
期
納
期
限
で
す�

　
６
月
中
旬
に
平
成
14
年
度
集
合

税
納
税
通
知
書
等
を
送
付
し
ま
す
。�

　
本
年
度
の
町
税
の
内
訳
や
期
限

ご
と
の
納
付
額
等
を
ご
確
認
の
上
、

期
限
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。�

　
７
月
１
日
ま
で
に
集
合
税
を
一

括
し
て
全
額
納
付
さ
れ
ま
す
と
、

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、
前
納
報

奨
金（
約
１
・
３
％
）が
交
付
さ
れ

ま
す
。�

　
な
お
、
仕
事
の
都
合
な
ど
で
忙

し
い
方
に
は
、
便
利
な
金
融
機
関

（
郵
便
局
も
含
み
ま
す
）か
ら
の
口

座
振
替
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

問
合
先
　
財
務
課
税
務
係�

　
　
　
　
　
82
‐
１
９
０
３�

　
　
　
　
（
内
線
１
３
４
）�

�

障
害
者
の
医
療
費
助
成
期
間

更
新
に
つ
い
て�

　
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
の
受
給
期

限
は
６
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。�

　
現
在
助
成
を
受
け
て
お
ら
れ
る

方
に
は
６
月
下
旬
に
更
新
の
通
知

を
し
ま
す
の
で
、
住
民
課
で
更
新

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。�

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
助
成�

　
１
歳
〜
64
歳
の
方
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
〜
２
級
、
療
育
手

帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方
は
、
医
療
費

（
保
険
内
）の
全
額
が
助
成
さ
れ
ま

す
。�

　
た
だ
し
、
60
歳
ま
で
は
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
。�

問
合
先
　
住
民
課
保
険
衛
生
係�

　
　
　
　
　
82
‐
１
９
０
２�

　
　
　
　（
内
線
１
２
８
）�

�

農
振
除
外
の
申
請
は
お
早
め
に�

　
農
地
を
農
地
以
外
に
転
用
す
る

時
は
、
農
地
法
の
許
可
が
必
要
で

す
。�

　
ま
た
農
用
地
区
域
内
の
農
地
を

転
用
す
る
場
合
は
、
農
用
地
区
域

か
ら
そ
の
農
地
を
除
外
し
た
上
で
、

農
地
法
に
よ
る
転
用
許
可
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
今
回
の
農
振
除
外
の
申
請
は
、

６
月
20
日（
木
）ま
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
転
用
計
画
の
あ
る
方
は
、

事
前
に
役
場
産
業
建
設
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

　
82
‐
１
９
０
４（
内
線
１
９
１
）�

次
回
の
受
付
は
…�

９
月
２
日（
月
）〜
９
月
20
日（
金
）�

�

パ
ソ
コ
ン
講
習
〔
ワ
ー
ド
初
級
〕�

受
講
者
募
集�

　
パ
ソ
コ
ン
で
文
書
を
作
成
し
た

い
初
心
者
の
方
を
対
象
と
し
た
講

習
を
開
催
し
ま
す
。�

講
習
日�

　
７
月
２
日（
火
）〜
５
日（
金
）�

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分�

会
　
場
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー�

受
講
料
　
４
、０
０
０
円�

　
　
　
　
※
初
日
に
集
金
し
ま
す�

定
　
員
　
20
名
　
※
先
着
順�

講
　
師�

　
民
間
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
２
名�

申
込
先�

①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話

番
号
を
記
入
し
、
官
製
ハ
ガ
キ

で
郵
送
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で

の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。�

　
〒
９
３
２
‐
０
３
１
４�

　
庄
川
町
青
島
３
６
０
７�

　
庄
川
町
教
育
委
員
会
教
務
課�

　
パ
ソ
コ
ン
講
習
担
当
　
宛�

　
　
82
‐
６
４
３
１�

�

庄
川 

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
開
催
に
つ
い
て�

日
　
時
　
６
月
23
日（
日
）�

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
12
時�

場
　
所
　
町
民
体
育
セ
ン
タ
ー�

内
　
容�

・
サ
ー
ク
ル
、
教
室
な
ど
の
発

表�

・
富
山
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
、
城

端
城
華
（
じ
ゃ
ん
と
こ
い
む

ぎ
や
）
チ
ー
ム
の
共
演�

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験�

　
　
　
な
ど
10
チ
ー
ム
が
参
加
。�

�

町
民
プ
ー
ル
監
視
員
募
集�

期
　
　
日
　
７
月
20
日（
土
）〜�

　
　
　
　
　
　
　
８
月
31
日（
土
）�

時
　
　
間
　
午
後
１
時
〜
４
時�

応
募
資
格
　
18
歳
以
上
で
泳
げ
る

方（
高
校
生
を
除
く
）�

募
集
人
数
　 

若
干
名�

募
集
締
切
　
６
月
28
日（
金
）�

申

込

先
　
教
育
委
員
会
体
育
課�

　
　
　
　
　
　
82
‐
５
１
０
９�

�

庄
川
水
難
救
助
訓
練
の�ご

案
内�

　
釣
り
時
期
を
迎
え
河
川
内
に
お

け
る
人
命
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
総
合
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
こ
の
機
会
に
ど
う
ぞ
ご
覧

く
だ
さ
い
。�

日
　
時
　
６
月
11
日（
火
）�

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
　�

場
　
所
　
金
屋
地
内
（
関
西
電
力

小
牧
発
電
所
下
流
付
近
）�

��

外
国
人
に
よ
る
犯
罪
が
急
増�

　
外
国
人
に
よ
る
犯
罪
は
、
平
成

２
年
当
時
と
比
べ
検
挙
件
数
で
約

４
・
９
倍
、
検
挙
人
員
は
約
２
・

７
倍
に
増
加
し
、
犯
罪
の
態
様
も

悪
質
で
凶
悪
な
も
の
が
目
立
ち
全

国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
近
く
に
、
不
法
に
滞
在
し
て
い

る
外
国
人
や
資
格
が
な
い
の
に
就

労
し
て
い
る
外
国
人
は
い
ま
せ
ん

か
。
こ
の
様
な
外
国
人
を
雇
っ
て

い
る
方
も
処
罰
さ
れ
ま
す
。�

　
犯
罪
の
な
い
明
る
い
町
づ
く
り

の
た
め
、
た
く
さ
ん
の
情
報
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。�

井
波
警
察
署
　
　
82
‐
０
１
１
０�

�

社
会
福
祉
法
人 

福
寿
会�

職
員
募
集�

募
集
種
目�

介
護
職
員
…
若
干
名�

昭
和
47
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

58
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
、
社
会
福
祉
士
・
介
護
福
祉

士
・
社
会
福
祉
主
事
・
保
育
士
資

格
者
ま
た
は
、
こ
れ
に
準
じ
る

方
で
普
通
自
動
車
免
許
取
得
者
。�

看
護
職
員
ま
た
は
保
健
師
…
若
干
名�

昭
和
32
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

58
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
、
看
護
師
・
準
看
護
師
・
保

健
師
ま
た
は
、
こ
れ
に
準
じ
る

方
で
普
通
自
動
車
免
許
取
得
者
。�

管
理
栄
養
士
…
若
干
名�

21 H14年／6月号�



昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

58
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
、
管
理
栄
養
士
資
格
者
で
普

通
自
動
車
免
許
取
得
者
。�

運
転
手
兼
介
助
職
員
…
若
干
名�

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

57
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
、
社
会
福
祉
士
・
介
護
福
祉

士
・
社
会
福
祉
主
事
ま
た
は
、

こ
れ
に
準
じ
る
方
で
大
型
自
動

車
免
許
取
得
者
。�

受
付
期
間
　
６
月
１
日（
土
）〜�

　
　
　
　
　
　
　
６
月
28
日（
金
）�

試

験

日
　
７
月
７
日（
日
）�

試
験
会
場�

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿
園�

応
募
・
問
合
先�

社
会
福
祉
法
人 

福
寿
会�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿
園�

〒
９
３
９
‐
１
５
１
８�

福
野
町
松
原
６
７
８
‐
１�

　
22
‐
３
５
５
６�

�富
山
県
砺
波
厚
生
セ
ン
タ
ー

の
設
置
に
つ
い
て�

　
県
で
は
、
保
健
と
福
祉
の
連
携

を
進
め
県
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
、
７
月
１
日
か
ら
、
県

内
４
つ
の
保
健
所
と
３
つ
の
社
会

福
祉
事
務
所
を
統
合
し
、
新
た
に

４
つ
の
厚
生
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
、
砺
波
保
健
所
及
び

西
部
社
会
福
祉
事
務
所
で
行
っ
て

い
た
業
務
は
、
富
山
県
砺
波
厚
生

セ
ン
タ
ー
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
富
山
県
砺
波
厚
生
セ
ン
タ
ー

の
所
在
地
は
、
現
在
の
砺
波
保
健

所
で
す
。�

住
　
所�

東
砺
波
郡
福
野
町
高
儀
１
４
７�

　
22
‐
３
５
１
１�

　
22
‐
７
２
３
５�

�

と
な
み
養
護
学
校
教
育
相
談
、

学
校
見
学
会
に
つ
い
て�

　
お
子
さ
ん
の
こ
と
で
、
言
葉
の

出
方
が
遅
れ
て
い
る
の
で
は
、
身

の
回
り
の
こ
と
で
う
ま
く
で
き
な

い
の
で
は
…
な
ど
不
安
や
悩
み
を

お
持
ち
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

◎
教
育
相
談
　
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
連
絡
の
上
お
越
し
く
だ

さ
い
。�

◎
学
校
見
学
会�

日
　
時�

　
７
月
２
日（
火
）、９
月
17
日（
火
）�

午
前
９
時
30
分
〜
12
時
20
分�

問
合
先
　
と
な
み
養
護
学
校�

　
　
　
　
　
52
‐
４
５
２
０�

�

知
的
障
害
児
（
者
）
療
育
等
支

援
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た�

　
地
域
に
お
住
ま
い
の
知
的
障
害

者
を
お
持
ち
の
方
と
そ
の
保
護
者

の
皆
さ
ん
が
直
面
し
て
お
ら
れ
る

問
題
に
相
談
や
支
援
を
行
う
も
の

で
す
。�

　
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
生
活
相
談
・
進
路
相
談
・
就

労
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。
現
地

に
伺
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。�

連
絡
先�

　
社
会
福
祉
法
人 

渓
明
会「
渓
明
園
」�

　
　
０
７
６
６
‐
68
‐
０
３
６
３�

�「
心
の
健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」�

受
講
生
募
集�

対

象

者
　
精
神
保
健
福
祉
に
関

心
の
あ
る
方�

募
集
人
員
　
25
名�

講
座
内
容
　
講
義
・
施
設
見
学
・

交
流
会
等�

受
講
回
数
　
７
回（
７
月
〜
９
月
）�

受

講

料
　
無
料�

申
込
期
限
　
６
月
末
日�

問

合

先
　
砺
波
保
健
所�

　
　
　
　
　
　
22
‐
３
５
１
１�

�
赤
ち
ゃ
ん
の
ス
キ
ン
ケ
ア
で
困
っ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か�

日
　
時
　
７
月
９
日（
火
）�

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分�

場
　
所
　
砺
波
保
健
所�

内
　
容
　
ミ
ニ
講
義（
保
健
師
）�

　
　
　
　
診
察（
皮
膚
科
医
師
）�

　
　
　
　
保
健
指
導
、
栄
養
指
導�

申
込
期
限
　
６
月
末
日�

申
込
、問
合
先
　
砺
波
保
健
所�

　
22
‐
３
５
１
１�

日　　時　8月４日（日）　午前７時20分～（雨天決行）�
場　　所　町民運動場（受付・スタート）�
種　　目　２㎞の部　一般男女/小学生男女（３年生以上）�
　　　　　４㎞の部　一般男女/中学生男女�
　　　　　10㎞の部　一般男子40歳未満/一般男子40歳以
　　　　　　　　　　上/一般女子�
　　　　　※表彰は各部門１位～６位及び特別賞�
参 加 費　・一般（高校生以上）2,000円（保険料込み）�
　　　　　・小、中学生　　　  1,000円（保険料込み）�
申込期限　 7月５日（金）当日消印有効�
申込方法　実施要項に添付されている振込用紙に必要事

項を記入のうえ、郵便局に持参してください。
（振込手数料は70円です。）インターネットか
らも参加申し込みを受付けています。�
E-mail　tecrun@tecnoplan.co.jp�
URL　http://www.tecnoplan.co.jp�

問 合 先　教育委員会体育課（町民体育センター内）�
　　　　　　82－5109

２００２ 庄川水まつり流木乗り選手権大会参加者大募集�２００２ 庄川水まつり流木乗り選手権大会参加者大募集�

22H14年／6月号�

第１３回 庄川清流マラソン大会参加者大募集�第１３回 庄川清流マラソン大会参加者大募集�
町制施行５０周年につき優勝賞金５０万円！�

�
�
日時　８月３日（土）・４日（日）　場所　水記念公園�
８月３日（土）�
○第４回流木乗りJr.選手権大会（先着64チーム）�
賞　　金　優勝　３万円＋東京ディズニーシー（親子３組）�
　　　　　２位　２万円�
　　　　　３位　１万円　（各賞金は、おもちゃ券）�
参加資格　小学３年生～６年生の男女�
参 加 料　１チーム（選手３人＋保護者１人）1,500円�
申込期限　７月19日（金）（定員になり次第締め切ります）�
８月４日（日）�
○第16回流木乗り選手権大会（先着192チーム）�
賞　　金　優勝　50万円、２位　10万円、�
　　　　　３位　５万円�
参加資格　16歳以上の健康な男女（高校生可）�
参 加 料　１チーム（３人）4,000円�
申込期限　７月５日（金）（定員になり次第締め切ります）�
問 合 先　庄川水まつり実行委員会�
　　　　　（役場産業建設課内）　82－1904



(社)

庄川美術館�

石が語る意思の美　パートⅡ�

水本一太郎 石像彫刻展�蔵�ま
ちか

どギャラリー

期  間　5／29（水）～7／1（月）�
＊火曜日、祝祭日の翌日休館�

午前10時～午後６時�

　
砺
波
青
年
会
議
所�

ご
み
減
量
大
作
戦
実
施
中�

６
月
１
日
〜
６
月
３０
日�

　
い
よ
い
よ
「
環
境
月
間
」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
環
境
月
間
に

あ
わ
せ
、
み
ん
な
で
地
域
の
ご
み

処
理
量
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
お
い
て
減
ら
さ

れ
た
ご
み
の
量
は
、
地
域
全
体
で

合
計
す
る
と
、
と
て
も
大
き
な
ご

み
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。�

　
私
達
の
社
会
環
境
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
、今
回
の『
ご
み
減
量
大

作
戦
』を
き
っ
か
け
と
し
て
、地
域

み
ん
な
で
ご
み
問
題
に
対
す
る
意

識
を
向
上
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。�

　
な
お
、
６
月
中
の
ご
み
処
理
量

を
集
計
し
、
前
年
に
対
し
て
ど
れ

く
ら
い
増
減
が
あ
っ
た
か
を
発
表

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

�

再
就
職
希
望
者
登
録
者
募
集

に
つ
い
て�

　
「
育
児
や
介
護
か
ら
手
が
離
れ

た
ら
、
も
う
一
度
働
き
た
い
」
と

い
う
方
を
長
期
的
に
応
援
し
ま
す
。�

　
登
録
者
に
は
、
情
報
誌
の
送
付
、

セ
ミ
ナ
ー
の
案
内
、
教
育
訓
練
講

座
の
受
講
割
引
券
の
発
行
、
個
別

相
談
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。�

申
込
先
　（
財
）21
世
紀
職
業
財
団

富
山
事
務
所�

　
　
０
７
６
‐
444
‐
１
５
２
６�

○目　的�
　Ｃ型・Ｂ型肝炎ウイルスは、
感染しても多くの場合あま
り症状が現れず、感染に気
づかないことがほとんどです。
感染したまま放っておくと、
慢性肝炎や肝硬変を起こす
といわれています。早期に
発見し「肝臓の状態」に見合った健康管理や必要に応じ
た治療を受けていただくことで、症状の進行を遅くし
たり止めたりすることができます。�

対象者�
１．節目年齢の方（平成14年４月１日～平成15年３月31
日の間に40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65歳、70
歳の年齢になる方）�
２．次の①～③に該当する方�
①肝機能異常を指摘されたことのある方�
②大きな外科的処置を受けたことのある方や妊娠・
分娩時に多量に出血したことのある方で、定期的
に肝機能検査を受けていない方�
③平成4年（1992年）以前に輸血を受けた方など�

受診方法�
１．節目年齢の方には、基本健康診査記録票とあわせ
て「肝炎ウイルス検査問診票」を同封しますので、受
診時に提出してください。�
２. 節目年齢以外の方で、上記①～③に該当する方は基
本健康診査受診時に申し出てください。�

　�
※詳しいことについては、町保健センターまでお問い合
わせください。　　82－5320

〔全国の感染者推定数〕�
�
C型肝炎�

100～200万人�

Ｂ型肝炎�
120～140万人�

23 H14年／6月号�

　石造工芸家 水本一太郎さんが過去２年間に
制作された表情豊な石像仏３０点を展示します。�
　なお、会期中に水本さんの作品解説会を展
示会場で開催されます。どうぞご来場ください。�

主催　水本一太郎石像彫刻展実行委員会�

　県内日本画壇には各美術団体や会派で優れ
た作品を発表している作家が多く、本展では
県西部在住日本画作家65名が描く郷土の四季
折々の美しさを表現した秀作を一堂に陳列し
ます。�

　庄川の四季折々の景観をこれまでの51景に
新たに49景を加え「庄川百景」として、写真で
展示します。どうぞご家族お揃いでご覧くだ
さい。�

期　間　６月１日（土）～６月20日（木）�
　　　　午前９時～午後６時（火曜日休館）�
場　所　水記念公園内　ふれあいプラザ�

日本画のいろどり２００２年�

県西部日本画作家展�
6/15（土）～7/21（日）�

善 意 の 窓 �
■福祉資金として�
▽庄川町青島 森田きみ子さん （亡夫の供養に10万円）�
▽庄川町金屋 松原　由夫さん （亡妻の供養に15万円）�
▽庄川町金屋 上野　広志さん （亡父の供養に10万円）�

■保育所図書購入費として�
匿　名  （10万円）�

■町制施行50周年記念祝金として�
東京庄川会々長  橋場強一さん （  5万円）�

　これらのご厚志に対し、深く感謝申し上げ、有
効に活用させていただきます。�

基本健康診査でＣ型・Ｂ型肝炎検査を実施します�基本健康診査でＣ型・Ｂ型肝炎検査を実施します�

「庄川百景」写真展を開催します�

水と緑のふるさと�

「庄川百景」写真展を開催します�
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　初夏のみずみずしい若葉に囲まれた噴水のみえ
る高岡古城公園の一角をおさえた色調であじわい
深く描いた日本画です。�

　ここは十二町氏の散歩コースでもあり数えきれ
ないほど写生に励んだ身近な場所でした。自然から
受ける感情を一度自分の中でよく消化してからでな
いと自分の描きたいものを構築できないと、現地に
何度も足を運び写生をしたといいます。現地にはそ
の時々の空気があり、頭の中だけで描いていてはそ
の微妙なところまで表現できないからです。�
　十二町氏は大正15年高岡市に生まれ、高岡工芸
学校図案科から金沢美術工芸短期大学に学び昭和
27年に卒業、同年県染色試験所に勤務、58年県繊
維工業試験場を退職。長年院展に作品を発表し続け、
近年は伏木・新湊の港や浜辺をモチーフに海を描き、
平成元年に日本美術院特待に就任、平成12年74歳
で亡くなりました。�
　後進の指導にも情熱を傾け、自然体で温かな指
導に定評が有りました。�
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庄川美術館�
収蔵作品紹介　�
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２０００年作　日本画　十二町 仁三�新 緑�



けんた�

石田  茉也ちゃん�
（示野）�

父…宜明　母…明美�

多賀能  健太くん�
（古上野）�

父…圭伸　母…三枝�

西川  七海ちゃん�
（金屋）�

父…康字　母…真由美�

ま　や� ななみ�

健康いきいき食生活�

材 料�
（４人分）�

作り方�

コメン
ト�

�
・体調をくずしがちな梅雨の季
節には、食欲増進、疲労回復に

役立つ梅干し料理がおすすめです。�
　梅干しを料理に取り入れることにより、そ
のまま食べるよりも塩分の摂り過ぎを防ぐこ
とができます。　　　　　　　食改青島支部�

１人分の栄養価…エネルギー  127Kcal／塩分量  0.8ｇ�

いわしの
梅肉焼き

�

25 H14年／6月号�

　このコーナーでは、満３歳までの子どもの写真を募集し
ています。�
　住所、保護者、子どもの氏名（性別）、保護者から子ども
へのメッセージ（20字程度）を書いて、企画調整課へ提出し
てください。（郵送でも可）自薦、他薦は問いません。�
　掲載は先着順となります。また、掲載後は、広報と一緒
に返却します。�
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　～ 梅雨の季節は、梅干し料理で食欲増進！！ ～�

いわし�
梅干し（中）�
片栗粉�

４尾�
２個�
適宜�

梅干しは種を取り、包丁で細かくたたいておく。�
いわしは頭と内臓を取り、手開きにする。�
身の方に①の梅肉を塗り、両面に片栗粉をま
ぶす。�
フライパンにサラダ油少々を熱し、梅肉を塗
った面から先に、弱火で焼く。�
ひっくり返し、皮の面も焼く。�
新ジャガイモは、こふき芋にする。�
器に青じそをひき、いわしをのせ⑤を添える。�
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中央研修会で活動される食改の皆さん�中央研修会で活動される食改の皆さん�
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　４月からスタートした学校週５日制。

我が家の３人の子どもたちは何も考えず、

「学校が休みになって、うれしい」と思

っているようです。貴重な土曜日を何も

せず、テレビやゲームで過ごすのはどう

かな？と思い、「土曜日はまず自分の部

屋を掃除し、家の手伝いを何かひとつす

ることにしない？」ということで話し合

いました。この２ケ月間窓拭きや、草む

しりなど短い時間ですが手伝ってくれて

います。日頃忙しくて聞いてやれない話

をしながら親子でのふれあいの場として

大切にしています。�

　家庭・学校・地域が連携し、この学校

週５日制が、よい方向に向かってくれる

よう考えていきたいと思います。�

本紙は、資源保護のため再生紙を使用しています。�
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